
事後評価結果（令和４年度） 

担 当 課：中国地方整備局道路部道路計画課 

担当課長名：北城 崇史           

事業名 

 

一般国道９号 多伎
た き

・朝山
あさやま

道路 事業 

区分 

一般国道 

 

事業 

主体 

 国土交通省 

 中国地方整備局 

起終点 

 

 自：島根
しまね

県出雲
いずも

市多伎
た き

町
ちょう

久村
くむら

 

 至：島根
しまね

県大田
おおだ

市朝山
あさやま

町
ちょう

朝倉
あさくら

 

延長 

 

 

９．０km 

事業概要  

一般国道９号は、京都
きょうと

府
ふ

京都
きょうと

市から山口
やまぐち

県下 関
しものせき

市までを結ぶ延長約７２４ｋｍの主要幹線道路である。 

多伎
た き

･朝山
あさやま

道路は、島根
しまね

県出雲
いずも

市多伎町
たきちょう

久村
くむら

と大田
おおだ

市朝山
あさやま

町
ちょう

朝倉
あさくら

を結ぶ延長９．０ｋｍの自動車専用道路

である。 

事業の目的・必要性  

 事業目的は、緊急時の代替路線の確保、交通安全の確保、観光・医療・地域産業を支援するとともに、広

域交流の促進及び地域活性化を図ることである。 

事業概要図  
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事業期間 
 

事業化年度 Ｈ１８年度 用 地 着 手 Ｈ２０年度 供用年 
(暫定/完成) 

(当初) H29年度/－ 変 
動 

 
1.08 倍 都市計画決定 Ｈ１７年度 工 事 着 手 Ｈ２０年度 (実績) H30年度/－ 

事業費 
 

計画時 
(暫定/完成) 

(名目値)  約248億円 / － 実 績 
(暫定/完成) 

(名目値) 約470億円 / － 変  
1.90 倍 (実質値)   約260億円 /  － (実質値) 約483億円 / － 動 

交通量 
(当該路線) 

計画時 
(暫定/完成) 

 
13,800台/日 / －  

実 績 
(暫定/完成) 

 
8,600台/日 / － 

変
動 

 
62 ％ 

旅行速度向上 
(供用前現道→当該路線) 

  49.5    →  67.2 km/h 
(供用前年次)H27年度       (供用後年次)R3年度 

交通事故減少 
(供用前現道→供用後現道) 

   9.5 →  3.6 件/億台キロ 
 (供用前年次)Ｈ26～Ｈ29年 (供用後年次)R1～R2年 

費用対効果 
分 析 結 果 
（当初） 

Ｂ／Ｃ  総費用     208億円 総便益      477億円 基準年  

 ２．３ 
 
 

事 業 費：      178億円  
維持管理費：      30億円  

   

走行時間短縮便益：  421億円 
走行経費減少便益：   34億円 
交通事故減少便益：    22億円 

   Ｈ１７年 
 

 

費用対効果 
分 析 結 果 
（事後） 

Ｂ／Ｃ  総費用      669億円 総便益    1,918億円 基準年    

 ２．９ 
 
 

事 業 費：     610億円  
維持管理費：     59億円  

  

走行時間短縮便益：  1,644億円 
走行経費減少便益：    231億円 
交通事故減少便益：     44億円 

 Ｒ４年 
 
 
 
 

事業遅延によるコスト増 
 

費用増加額  便益減少額  

－   億円 － 億円 

事業遅延の理由   

 特になし 

交通量変動の理由  

 計画時は、山陰道が全線（鳥取県鳥取市～山口県下関市）整備された場合を見込んでいたが、事後
評価時点（R5）では未整備の区間が存在し、ネットワーク効果の発現が不十分なため、交通量に変動
が生じたものと考えられる。 
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客観的評価指標に対応する事後評価項目  

① 円滑なモビリティの確保 
・渋滞損失時間が削減した。【1,469千人時間/年】 
・大田市から出雲空港へのアクセスが向上した。【大田市役所～出雲空港：63分⇒58分】 
② 物流効率化の支援 
・ＪＦしまね大田水産物地方卸売市場から大阪府中央卸売市場へのアクセスが向上した。 
 【ＪＦしまね大田水産物地方卸売市場～大阪府中央卸売市場：283分⇒278分】 
③ 国土・地域ネットワークの構築 
・隣接した日常生活圏中心都市間の所要時間が短縮した。【出雲市～大田市：57分⇒52分】 
④ 個性ある地域の形成 
・世界遺産石見銀山へのアクセスが向上した。【石見銀山（大田市）～出雲市：74分⇒70分】 
⑤ 安全で安心できるくらしの確保 
・第三次救急医療機関（島根県立中央病院、島根大学医学部付属病院）へのアクセスが向上した。 

【大田市役所～島根県立中央病院の所要時間短縮（41分⇒37分）、大田市役所～島根大学医学部附属
病院の所要時間短縮（44分⇒40分）】 

⑥ 災害への備え 
・島根県の第１次緊急輸送道路に指定。（多伎・朝山道路、朝山・大田道路） 
⑦ 地球環境の保全 
・ＣＯ２排出量が削減した。【削減量：約11千t/年、699千t/年→687千t/年】 
⑧ 生活環境の改善・保全 
・ＮＯｘ排出量が削減した。【削減量：約36t/年、1,285t/年→1,249t/年】 
・ＳＰＭ排出量が削減した。【削減量：約2.4t/年、69t/年→67t/年】 

その他評価すべきと判断した項目  

 特になし 
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環境影響評価に対応する項目  

 環境影響評価実施要綱（昭和59年閣議決定）に基づき、環境影響評価を実施。 
 
 

その他評価すべきと判断した項目  

 特になし 

事業評価監視委員会の意見  

・審議の結果、事業の効果が発現しており、当該事業に関しては、今後の事後評価及び改善措置は必要な
いとした事業者の判断は妥当である。 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  

・出雲市の人口は横這い。【平成12年：174千人→令和2年：173千人】 
・大田市の人口は減少傾向。【平成12年：43千人→令和2年：33千人】 
・出雲市の自動車保有台数は増加傾向。【平成12年：1213百台→令和2年：1419百台】 
・大田市の自動車保有台数は、平成12年から平成17年まで増加したが、平成22年以降減少。【平成12年：282
百台→令和2年：282百台】 

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性   

・本事業は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はないと考える。 
・山陰道の一部を構成する多伎・朝山道路の整備により、安全、安心の確保、救命救急活動の支援、山陰道

沿線における企業活動の支援など一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。
なお、４車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通状況等を踏まえて検討する。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  

• 同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光
等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。 

• 一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価することも重要と考え 
る。また、今後周辺道路整備が進み更なるネットワークとしての効果も発揮することが期待されるた 
め、引き続き社会経済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。 

特記事項  

 特になし  

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 


